
18季刊 ひょうご経済　2025年４月（No.166）

中
食
市
場
の
現
状
と
今
後
の
動
向

主
任
研
究
員
　
大　

西　

康　

介

調査
　

一
般
的
な
食
事
形
態
に
は
、
食
材
を
購
入
し
、
家
庭
で

調
理
し
て
食
べ
る
「
内う

ち
し
ょ
く食
」
と
飲
食
店
で
食
べ
る
「
外

食
」
の
ほ
か
に
、
そ
の
中
間
的
な
位
置
づ
け
と
し
て
、
総

菜
や
弁
当
な
ど
の
調
理
済
み
食
品
を
購
入
し
て
自
宅
等
で

食
べ
る
「
中な

か
し
ょ
く食」

の
３
つ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
食
事
形
態

に
つ
い
て
、
中
食
を
中
心
に
「
家
計
調
査
」
を
も
と
に
支

出
金
額
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
。

中
食
へ
の
支
出
額
が
増
え
て
い
る

　

２
０
０
０
年
を
１
０
０
と
し
て
食
費
に
関
す
る
支
出
金

額
を
み
る
と
、
外
食
と
内
食
は
１
０
０
を
上
回
ら
な
い
水

準
で
推
移
し
て
い
る
。
な
か
で
も
20
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

付
け
が
面
倒
」
の
割
合
が
二
人
以
上
の
世
帯
と
比
べ
て
10

ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く
食
事
に
時
間
を
か
け
な
い
事
情
が
う

か
が
え
る
。〔
図
表
２
〕。

　

さ
ら
に
、
中
食
を
利
用
す
る
世
帯
の
傾
向
と
し
て
は
以

下
の
２
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①　

単
身
世
帯
で
の
支
出
割
合
が
大
き
い

　

年
齢
別
の
調
理
食
品（
中
食
）の
支
出
割
合（
２
０
２
３

年
）
を
み
る
と
、
各
年
代
と
も
単
身
世
帯
に
お
い
て
二
人

以
上
の
世
帯
を
上
回
っ
て
い
る
〔
図
表
３
Ａ
〕。

②　

年
収
に
よ
る
違
い
は
み
ら
れ
な
い

　

二
人
以
上
の
世
帯
の
食
費
に
占
め
る
支
出
割
合
（
同
）

を
み
る
と
、
収
入
が
多
い
ほ
ど
外
食
は
高
く
、
内
食
は
低

影
響
に
よ
り
、
外
食
が
大
幅
に
減
少
（
行
動
制
限
）、
内

食
が
増
加
（
巣
ご
も
り
需
要
）
と
明
暗
を
分
け
た
。
一
方
、

中
食
は
11
年
に
１
０
０
を
超
え
て
以
降
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て

増
加
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
そ
の
増
勢
に
変

化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
〔
図
表
１
〕。

中
食
を
利
用
す
る
理
由
と
世
帯
の
傾
向

　

少
し
古
い
資
料
に
な
る
が
、
２
０
１
５
年
の
農
林
水
産

省
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
中
食
を
利
用
す
る
理

由
の
ト
ッ
プ
は
、
単
身
世
帯
で
は
「
調
理
・
片
付
け
が
面

倒
（
45
％
）」、
二
人
以
上
の
世
帯
で
は
「
時
間
が
な
い

（
47
％
）」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
単
身
世
帯
は
「
調
理
・
片

〔図表１〕食費の推移（総世帯）

〔図表２〕中食を利用する理由（世帯別）（複数回答）

〔図表3A〕年齢別の中食の支出割合（2023年）

〔図表3B〕年収別の支出割合「中食」「外食」「内食」
　　　　 （二人以上の世帯）（2023年）

資料：総務省「家計調査」より作成
※中食は「調理食品」
※内食は「穀類」、「魚介類」、「肉類」、「乳卵類」、「野菜・海藻」、「果物」及び
「油脂・調味料」の合計

資料：農林水産省「食料・農業及び水産業に関する意識・意向調査」(2015年
３月公表）(組換集計）より作成

(注）消費者モニター987人を対象に行ったアンケート調査（回収率91.9％）

総務省「家計調査」より作成
（※）35～59歳の二人以上の世帯の割合は、参考にした統計資料の年齢が５歳

刻みであったので、これを上記の年齢別に修正するため、５歳ごとの集
計世帯数を用いて加重平均することで引き直している。

総務省「家計調査」より作成
（注）参考にした統計資料の年収が50万円刻みであったので、これを上記の年

収刻みに修正するため、50万円ごとの集計世帯数を用いて加重平均する
ことで引き直している。
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百
万
世
帯
）
の
２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
〔
図
表
６
〕。

仕
事
を
持
つ
主
婦
に
と
っ
て
、
ス
ー
パ
ー
の
総
菜
類
な
ど

は
食
事
準
備
の
時
間
短
縮
に
欠
か
せ
ず
中
食
の
需
要
を
増

加
さ
せ
て
い
る
。
前
述
の
①
か
ら
③
に
加
え
、
２
０
２
０

年
の
新
型
コ
ロ
ナ
が
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
た
と
思
わ
れ
る
。

外
出
制
限
に
よ
り
買
い
物
す
る
機
会
が
減
っ
た
こ
と
で
、

長
期
保
存
が
可
能
な
冷
凍
食
品
を
買
う
機
会
が
増
え
、
そ

の
品
質
の
良
さ
と
お
い
し
さ
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
。
特
に
調
理
済
の
冷
凍
食
品
は
従
来
の
よ
う
な

弁
当
の
お
か
ず
の
一
品
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ご
飯
類
と

お
か
ず
類
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
も
の
も
販
売
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
も
中
食
が
伸
び
て
い
る
と
推
察

さ
れ
る
。

食
の
市
場
の
変
化
と
今
後
の
展
開

　

こ
う
し
た
中
食
の
伸
び
に
対
応
し
、
食
の
市
場
は
変
化

し
て
い
る
。
最
近
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
陳
列
方
法

を
み
る
と
、
鮮
魚
売
場
の
横
に
魚
を
調
理
し
た
総
菜
を
並

べ
、
精
肉
売
場
や
青
果
市
場
で
も
同
様
に
各
売
場
の
食
材

を
活
か
し
た
商
品
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
ほ

か
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
飲
食
店
で
は
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
用
の

弁
当
や
総
菜
が
並
び
、
大
手
外
食
チ
ェ
ー
ン
は
宅
配
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
な
ど
中
食
需
要
に
対
応
し
て
い
る
。

　

今
後
は
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
面
な
ど
消
費
者
の

健
康
志
向
や
価
格
志
向
に
配
慮
し
、
改
善
を
続
け
て
い
く

こ
と
で
、
中
食
市
場
は
社
会
構
造
の
変
化
（
単
身
世
帯
、

高
齢
世
帯
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
）
や
、
食
事
に
対
す
る

簡
便
性
・
利
便
性
の
ニ
ー
ズ
を
背
景
に
今
後
も
増
加
し
て

い
く
で
あ
ろ
う
。

く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
中
食
（
調
理
食
品
）
は
外
食
、

内
食
ほ
ど
年
収
の
違
い
に
よ
る
差
は
見
ら
れ
な
い
〔
図
表

３
Ｂ
〕。

中
食
市
場
拡
大
の
背
景

①　

単
身
世
帯
の
増
加

　

家
族
類
型
別
に
世
帯
数
の
推
移
を
み
る
と
、
単
身
世

帯
は
２
０
２
０
年
に
21
・
２
百
万
世
帯
と
１
９
８
０
年
比

３
・
０
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
総
世
帯
の
倍
率
（
１
・
６

倍
）
を
上
回
っ
て
い
る
〔
図
表
４
〕。
前
節
の
図
表
３
Ａ

で
み
た
と
お
り
、
単
身
世
帯
は
調
理
食
品
の
支
出
割
合
が

高
く
、
中
食
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

②　

高
齢
世
帯
の
増
加

　

65
歳
以
上
の
高
齢
世
帯
に
限
る
と
、
１
９
８
０
年
か

ら
20
年
に
か
け
て
単
身
世
帯
は
７
・
６
倍
、
夫
婦
の
み
世

〔図表４〕家族類型別の世帯数の推移（1980年～2040年）

〔図表５〕家族類型別の調理食品（中食）、外食の支出割合

〔図表６〕共働き世帯数の推移

資料：総務省「国勢調査」国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来設計」
(全国推計）2018年１月より作成

注：１）国勢調査における単独世帯を単身世帯と表記
　　２）1980年～2005年までは旧家族類型の割合

資料：1980～2001年は総務省統計局「労働力調査特別調査」、2002年以降は総務省統計局
「労働力調査（詳細集計）(年平均）」より作成

注１）「専業主婦世帯」は、夫が非農林業雇用者で妻が非就業者（非労働力人口及び完全失業
者）の世帯。2018年以降は、厚生労働省「厚生労働白書」、内閣府「男女共同参画白
書」に倣い夫が非農林業雇用者で妻が非就業者（非労働力人口及び失業者）の世帯

注２）「共働き世帯」は、夫婦ともに非農林業雇用者の世帯
注３）2011年は岩手県、宮城県及び福島県を除く全国の結果 
注４）2013年～2016年は2015年国勢調査基準、2018年～2021年は2020年国勢調査基準

のベンチマーク人口に基づく時系列接続用数値

総務省「家計調査」より作成

帯
は
６
・
４
倍
と
急
増
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
増
加
基
調

で
推
移
し
、
40
年
に
は
単
身
世
帯
は
10
・
２
倍
、
夫
婦
の

み
世
帯
は
６
・
７
倍
に
増
加
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る

〔
図
表
４
〕。
高
齢
世
帯
は
単
身
世
帯
、
夫
婦
の
み
世
帯
と

も
調
理
食
品
の
支
出
割
合
が
増
加
す
る
一
方
で
、
外
食
の

割
合
が
減
少
し
て
お
り
〔
図
表
５
〕、
世
帯
数
の
増
加
と

相
ま
っ
て
中
食
の
支
出
額
を
押
し
上
げ
て
い
る
。
高
齢
に

な
る
と
食
べ
る
量
が
少
な
く
な
り
、
買
っ
て
き
た
食
材
を

使
い
き
る
の
が
難
し
い
こ
と
、
外
食
す
る
よ
り
も
割
安
で

好
き
な
物
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

調
理
食
品
を
買
う
人
が
増
え
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③　

共
働
き
世
帯
の
増
加

　

さ
ら
に
、
女
性
の
社
会
進
出
の
拡
大
も
大
き
な
要
因
と

考
え
ら
れ
る
。
共
働
き
世
帯
は
増
加
基
調
で
推
移
し
て
お

り
、
23
年
は
12
・
８
百
万
世
帯
と
専
業
主
婦
世
帯
（
５
・
２
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1,278

517

（万世帯）

（年）

総世帯 単身世帯 夫婦のみ
世帯うち

65歳以上
うち世帯主
65歳以上

1980 35,824 7,105 881 4,460 1,026 
1985 37,980 7,895 1,181 5,212 1,415 
1990 40,670 9,390 1,623 6,294 1,967 
1995 43,900 11,239 2,202 7,619 2,763 
2000 46,782 12,911 3,032 8,835 3,661 
2005 49,063 14,457 3,865 9,637 4,487 
2010 51,842 16,785 4,791 10,269 5,251 
2015 53,332 18,418 5,928 10,758 6,079 
2020 55,705 21,151 6,717 11,159 6,534 

1980年比 1.6倍 3.0倍 7.6倍 2.5倍 6.4倍
2025 54,116 19,960 7,512 11,203 6,763 
2030 53,484 20,254 7,959 11,138 6,693 
2035 52,315 20,233 8,418 10,960 6,666 
2040 50,757 19,944 8,963 10,715 6,870 

1980年比 1.4倍 2.8倍 10.2倍 2.4倍 6.7倍

（千世帯）


